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 〈tell＋人＋to＋動詞の原形〉～に…するように命じる 

  

   

 入学した 小学校 給食  

  

 

  

 〈make＋Ａ＋Ｂ〉ＡをＢにする 

 植木鉢（うえきばち） （名詞）植物 

 

 〈ask＋人＋to＋動詞の原形〉～に…するように頼む 

   

  

 

  丸い 

   

 日ごとに 赤い 

  トマト grow の過去分詞形 

  〈名詞＋過去分詞で始まる語句〉～された 

 

 

 〈名詞＋過去分詞で始まる語句〉～された 

When Yumi was a child, she didn’t like vegetables. 

Her mother usually told her to eat them, but she wouldn’t. 

So her mother cut her vegetables into small pieces and put them in her meals. 

She could eat them because she didn’t know they were there. 

But when Yumi entered elementary school, she didn’t want to eat the school lunches. 

They were full of vegetables. 

Her teacher always said, “You must eat vegetables.” 

And her classmates said, “Vegetables are delicious, but you don’t eat them.  Why?” 

Lunch time made her very sad. 

One day in April, her mother got a flower-pot and said, “Shall we grow a plant here?” 

They planted seeds in the pot. 

Yumi asked her mother to tell her the name of the plant, but her mother wouldn’t tell her. 

They took care of the young plant every day for two months. 

The plant grew well, and some cute flowers bloomed.  Yumi was happy to see the flowers.  

Her mother asked her to keep taking care of the plant. 

A few days later, Yumi found something round on the plant. 

She asked her mother, “What’s this?”  Her mother said “You’ll understand soon.” 

The round things increased and got bigger day by day, and finally they became red. 

Yumi was excited and said, “That’s amazing!  They’re tomatoes!” 

Her mother passed her one of the tomatoes and said, “This is a tomato grown by you.” 

Yumi ate one, and smiled at her mother. 

Now she is a junior high school student. 

She sometimes cooks and eats vegetables grown at her house. 

She loves the vegetables very much. 

 ゆみは子どもだったとき，野菜が好きではありませんでした。 

母親はいつもゆみにそれらを食べるように言いましたが，ゆみは食べようとしませんでした。 

そこで母親は野菜を小さく切ってゆみの食事の中に入れました。 

ゆみは野菜が入っていることを知らなかったので，食べることができました。 

 しかし，ゆみは小学校に入学したとき，給食を食べたくありませんでした。 

それらは野菜でいっぱいでした。 

ゆみの先生はいつも言いました。「あなたは野菜を食べなければなりません。」 

そして同級生たちは言いました。「野菜はおいしいのに，あなたは食べないね。なぜ？」 

昼食の時間になるとゆみはとても悲しくなりました。 

 ４月のある日，母親が植
うえ

木
き

鉢
ばち

を手に入れて言いました。「ここで植物を育てましょうか？」 

２人は植木鉢に種をまきました。 

ゆみは母親に植物の名前を教えてくれるよう頼みましたが，母親は教えようとしませんでした。 

 ２人は 2か月の間，毎日その若い植物の世話をしました。 

植物はよく育ち，かわいい花がいくつか咲きました。ゆみは花を見て幸せでした。 

母親はゆみに植物の世話を続けるように頼みました。 

 ２，３日後，ゆみは植物に何か丸いものを見つけました。 

ゆみは母親に「これは何？」とたずねました。母親は言いました。「すぐにわかるわ。」 

丸いものは日ごとに増えて大きくなり，最後に赤くなりました。 

ゆみは興奮して言いました。「驚いた！ トマトだわ！」 

母親はトマトの１つをゆみに渡して言いました。「これはあなたに育てられたトマトよ。」 

ゆみは１つ食べて，母親にほほえみかけました。 

 今彼女は中学生です。 

彼女はときどき彼女の家で育てられた野菜を料理して食べます。 

彼女は野菜が大好きです。 


